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27 種和漢薬方剤及び葛根湯 7種 の 構成生薬の
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【目的】 こ れ まで に 伝統漢方方剤 の 葛根湯が単純 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス 1 型 （HSV −1）感 染

症の 治療に 有効で あ る こ とを明 らか に した （第11回和漢医薬学会大会要 旨集）。 そ の 作 用

機序 は HSV 感染に対する遅延型過敏反応を亢進 さ せ 、 生体非特異的防御機 構を増 強 させ

る こ と が認 め られ た 。 今回 は柴朴湯、安中散、十味敗毒湯、黄連解毒湯、梔子柏皮湯、柴

胡桂枝湯及び十全大 補湯等27種漢方方剤の 生物活性、有効性を 検討す る た め実験 モ デ ル と

して 確立 され て い る HSV 感染実験系を用 い 抗単純 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス 効 果を 明 らか に す る

こ とを 目的 として、方剤の 有用性 を検討 した 。 また 、 葛根湯の 7 種類の 構成生薬の抗 HSV

効果 も調 べ た 。

【方法】　（1）27種 の方剤 と葛根湯 7 種 の 構成生薬 の 熱 水抽出 エ キ ス に よ る抗 HSV −1活 性

をブ ラ ッ ク減少法を用い 検討 した 。 （2）HSV −1を マ ウ ス に 経皮感染 させ 、 1 日 3 回 、 方

剤ある い は構成生薬の エ キ ス を経口投 与 し、皮膚病変の 遅延、生存率等 の治療効果を観察

し た 。 （3）葛根湯の 7 種の 生薬構成 、 葛根 、 麻黄 、 生姜 、 桂皮 、 大棗 、 甘草 、 及び芍薬投

与群の マ ウ ス の HSV 抗原 に対す る皮膚反応 と治療効果を検討 した 。 す なわ ち 、
　 HSV 感 染

後 4 日 目に マ ウ ス footpad に 紫外線で 不活性化 した HSV 　7× 105　 PFU を皮内 注射 し、 24

時間後、36時間後 、 48時間後の 腫脹率を測定 した．

【結果】ブ ラ ッ ク減少法で は 方剤の 抗 HSV 活性は認め られ なか っ た 。 と こ ろ が 、
マ ウ ス

を用 い た 実験で は 九味檳榔湯 、 安中散 、 梔 子柏皮湯 、 小柴胡湯 、 柴胡桂枝湯 、 銀翹散 の 投

与群は 水投与群に 比 べ て 皮膚病変 の 出現 あ る い は皮膚病変 の 進展を有意 に 遅延 した が 、死

亡率に影響 は なか っ た 。 葛根湯構成生薬 の 中で は桂皮が皮膚病変 の 出現 を遅延 させ 、 24，　36

時間後の 遅延型過敏反応を有意 に増強させ た （P〈 O．　05）。

【考察】HSV 感染症 に対する生体防御機構は 特異 と非特異に 分 け られ る 。 葛根湯の 治 療

効果は非特異防御機構を有意的に増強さ せ る こ とが 明 らか とな り、 そ の 構成生薬中で は桂

皮が最 も作用す る こ とが 考え られ る 。 他の 有効 な方剤 に は安中散 、 梔子柏皮湯 、 九味檳榔

湯 、 小柴胡湯、柴胡桂枝湯及 び銀翹散が 葛根湯 と同 じよ う に マ ウ ス の非特異免疫機能を増

強させ 、 そ れか ら皮膚病変を抑制させ 、 あ る い は生存時間を遅延さ せ る こ とが考え られる 。

本研究で 用 い た HSV 感染 モ デ ル は方剤 の 適応症 か らは最 適な モ デ ル で はな い が、感染 に

対す る防御機構を解析する に は 、 治療効果に関す る指標も多 く最適 の 実験 モ デ ル と考え ら

れ る 。 今回得 ら れ た方剤の 効果は 、 今後 こ れ らの 方剤の 薬効 の 解析に 重要な示唆を与え た

もの と考え られ る 。
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